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	支援が必要な場合がある（１点）
	常に支援が必要(2点）
	支援不要
	判定
	特記事項

	コミュニケーション
	・絵カードを用いてできる。
・手話、筆談等を用いる、外国語の翻訳アプリを用いる。
・特定の人しかコミュニケーションがとれない。
・慣れない場合や人前では表情が硬く話すことが難しい
・吃音
	・意思が伝達できているかどうか判断が困難
・会話のやり取りがなく一方的に話したり、独り言のように話す
・オウム返し
・クレーンや冷蔵庫の場所に行くなど行動で伝える
・ご飯と言ったりおもちゃを指さすなどパターン化された内容のみ
	支援不要
	
	

	説明の理解
	・簡単な説明でも理解できないことが多く、説明に応じた
　行動がとれない
・コミュニケーションツールや手話により概ね理解できる。
・説明にうなずき、返事をするが行動が伴わない
・１つのことはできるが、同時に２つ以上のことを指示されると困難
	・説明してもうなずきや返事がなく理解していると考えられない
、又は判断不能
・日常の生活のなかでパターン化された行為(座る、食べる等）
のみ理解できる
	支援不要
	
	

	てんかん
	・てんかんの経過観察あり
・服薬していないが経過観察を行っている
	・てんかんの診断あり
・薬の服薬状況の確認を常に行っている

	支援不要
	
	

	読み書き
	・一部は理解できるが見守りや口頭で補足が必要。
・書くことができないがパソコンなどを使用すればできる

	・文字は理解できず、コミュニケーションツールを使用することで理解できる
・文字に理解をしめさない
・学習障害の診断がある
・外国語でのコミュニケーションが必要なため翻訳を行っている場合
	支援不要
	
	

	
	常に支援が必要（２点）　　支援が必要な場合がある（１点）　　支援不要（0点）
	判定
	特記事項

	大声奇 声
	・周囲が驚いたり、他者が迷惑となるような大声や奇声を出す
・物などを使って周囲に不快な音を立てる
・時間帯と場所を選らず大声・奇声を出す
	

	


	異　食　行　動
	・食べられないものを口に入れたり飲み込んだりする
・異食しそうな物を周囲に置かないような工夫がされている場合
・物を口に入れて感覚遊びや確認したりする行為がある
・服の袖を噛んだり、紐を口に入れることがある
　　　　


常に支援が必要（２点）　　支援が必要な場合がある（１点）　　支援不要（0点）
	




判定
	




特記事項

	多　動

行　動　停　止
	・周囲と強調できず絶えず動いてしまう
・常時走り回る　１箇所に留まることが難しい
・絶えず喋っている　　身体の一部を常時動かしている
・５～１０分程度であれば指示に応じることができるが、その後はすぐ同じ行動を繰り返してしまう
・ゆったりした行動が,難しい
・バランス感覚がアンバランスなため転びやすい、怪我をしやすい
・本人の意思と関係なく、次の行動に移ることが難しい
	
	

	不安定な行動
	・特定の物、人への固執により、それがなくなったり変更してしまうとパニックになる
・パニック、泣き出すことがある
・突然の予定変更があると次の行動ができなくなる、不安になり落ち着きがなくなってしまったり行動が停止する
	
	

	自　傷　行　為
	・自分の頭を叩いたり、床や壁に打ち付ける　　
・自分をつねる
・傷口を触ったり、ほじったりして直らない
・衣服を破ることがある
	
	

	他　害　行　為
	・他人を叩く、髪の毛を引っ張る、蹴る、押す等の行為がある
・物を壊したり、投げたりする行為がある
・暴言(バカ、死ね等）相手を侮辱したり、からかったり、いじめたりする行為がある
・他人へ過剰な注意や干渉によるトラブルを起こす場合がある
	
	

	不
適
切
行
為
	・見知らぬ人に過度に親しげな振る舞いをする
・他人に急に接近したり、のぞき込んだり、触ったりする
・うそをつく
・断りもなく人の物を持ってきてしまう。
・感情名コントロールに困難があり、些細な出来事ですぐにかんしゃくを起こしたり、周囲の人とトラブルになりやすい
・意図的に保護者や職員に従わず、反抗する、また過度な要求をする
・自慰行為がある
・過度に人や物の臭いを嗅ぐ行為がある
・意思が伝えられないために、友達を叩いてしまう、物を投げるなどの行為で表現する
	

	


	突発的な行動



	・手にした物を突発的に投げてしまう。
・気になる物があると勝手に離れてしまい、迷子や行方不明になることがある
・気になることがある場合に手を繋いでも振り切り、気になる方向へ行ってしまう
・危険の認識が弱く、突発的に道路に飛び出したり、自分の身体能力を超えた高さから飛び降りる、熱い物など危険な物に手を出してしまう

	



	




	
	常に支援が必要（２点）　　支援が必要な場合がある（１点）　　支援不要（0点）
	判定
	特記事項

	過
食
反
す
う
	・食に関する問題行動がある(過食、拒食）
・口に入れた物を飲み込めず、口に溜めたままにする
・際限なく水を飲み続ける
・極度の偏食があり、食事面で配慮している
・アレルギー食対応、宗教食対応が必要
・咀嚼、嚥下に課題があり配慮が必要（きざみ、ミキサー食）
	
	

	躁
鬱
状
態
	・前後の脈略なく急に泣いたり、笑ったりする
・日常活動への興味や意欲が感じられない
・自殺企図がある
・気分安定剤などの薬物を服用している
・睡眠に課題がありリズムが崩れやすく、睡眠が安定していない　
・気分の高揚　　　　
・社交性の増大　　　
・多動、多弁
・過度な興奮状態
・怒りやすい
	
	

	反
復
的
行
動
	・物や行為にこだわり特定の行為を反復する(言葉やフレーズの繰り返し、気になる物をずーっと見ている、特定の玩具でしか遊ば　　　　ない）
・スケジュールや物の置く位置にこだわる。戸の開閉を気にししまっていないとパニックを起こす
・自分の気になることを何度も聞き返す
・くるくる回るものやキラキラするものに集中し、動かなくなることがある
・回るもにゃ紐などを常に持ち、それらを常に動かしている
・上半身を前後に揺らす、ジャンプを繰り返す
・日常生活の中で決まったルーティンを行わないと次の行動に移れない　・決まった道以外を通るとパニックになる
	
	

	対人面の不安緊 張
集団への不適応
	・一定期間学校に行けなかったり、事業所のなかに入れなかったり、家に引きこもっている状態
・全く若しくは短時間しか集団参加ができず個別の対応が必要
・新しい場所など慣れない場所に行くと動けなくなり、会話ができなくなる。
・不安緊張が高まるとその場にいられなくなる、若しくはその場から動けなくなる
・アイコンタクトが乏しく、配慮を必要としている
・チックや意図しない声が出てしまうなどの身体症状が出ている場合
・爪かみ、指しゃぶり
・ファンタジーの世界に入ってしまい、やり取りが成立しない
・感覚過敏により日常生活に困難があるため配慮は必要(温度、食感、音、光や色）
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